
区 分 条約など 概 要

不拡散のための輸
出管理体制

ワッセナー・アレンジメント
（注４）

○以下の点を目的とした国際的輸出管理レジーム
（１）通常兵器および機微な関連汎用品・技術の移転に関する透明性の増大およびより
責任ある管理を実現し、それらの過度の蓄積を防止することにより、地域および国際
社会の安全と安定に寄与

（２）グローバルなテロとの闘いの一環として、テロリスト・グループ等による通常兵
器及び機微な関連汎用品・技術の取得を防止

○９６（平成８）年に設立
○参加国 ４１か国

（注）１ 〈http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/arms/ccw/ccw.html〉参照
２ 〈http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/arms/mine/index.html〉参照
３ ７種類の装備品：①戦車、②装甲戦闘車両、③大口径火砲システム、④戦闘用航空機、⑤攻撃ヘリコプター、⑥軍用艦艇、⑦ミサイルとミサ

イル発射装置。また、０３（平成１５）年行われた制度見直しにより携帯式地対空ミサイル（MANPADS）が「ミサイルとミサイル発射装置」
のサブカテゴリー（小項目）として追加登録された。

４ 〈http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/arms/wa/index.html〉参照

資料６４ 防衛省改革会議「報告書」の概要
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平成２０年７月１５日
防衛省改革会議

�
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Ⅰ はじめに
１ 平成１９年１２月、防衛省・自衛隊の不祥事の頻発を受け防衛省
改革会議を官邸に設置。

２ 個々の事案とそれを許容した組織の問題を解明し、再発防止
の方策と改革の方向を示すための検討を重ねる。改革の原則を
機能させ、また、組織の任務に沿った実効的な活動が行えるよ
う、防衛省・自衛隊の組織と意思決定システムの再構築が必
要。

３ 自衛隊は、多機能・弾力的・実効的に行動すべき時代を迎え
ている。戦後強調された「軍事実力組織からの安全」の更なる
充実強化とともに、今後は「軍事実力組織による安全」という
観点との組み合わせが必要。

４ 文民統制を確保しつつ、安全保障機能を効果的に果たしうる
システムの改革をここに提案。

Ⅱ 不祥事案 ―問題の所在
１ 給油量取違え事案（報告義務不履行）：米海軍艦船への給油
量について、海幕防衛課長が報告した誤った数値によって統幕
議長の記者会見や、防衛庁長官及び官房長官の発言が行われ
た。誤りを認識した後も訂正をしなかった報告義務不履行は、
プロフェッショナリズム（職業意識）の欠如と文民統制への背
反。誤りを正す責任が明確でない組織上の問題も正されるべ
き。

２ 情報流出事案（通信情報革命と情報保全）：秘密情報を含む
業務用データを私有パソコンに取り込んだファイル共有ソフト
を介して部外に流出するなどの事案が平成１８年まで立て続けに
発生。急速な通信情報革命に自衛隊の認識がついていけなかっ
たこと、秘密情報についての保全意識が不徹底であったことが
原因。

３ イージス情報流出事案（先端技術の学習と情報保全）：特別
防衛秘密に該当するイージス情報が正規の手続きを経ることな
く教材として利用され、海上自衛隊内に拡散した事案。最先端
技術への学習意欲が情報保全意識の欠如と結びついて生じたも
の。

４ 「あたご」衝突事案（基本動作のゆるみ）：海自護衛艦「あた
ご」が漁船と衝突。基本的な規律のゆるみやルール無視の組織
的蔓延、航海技量の欠如がどれほど恐るべき結果を招くかを教
える事案。また、事故発生後の幕僚監部と内部部局における緊

急時の情報伝達の問題が浮き彫りに。
５ 前事務次官の背信：前事務次官が接待や金品供与を受け、防
衛装備品の調達に当たって影響力を行使したとされている事
案。調達に際して私的利益を動機にすることは、内部部局官僚
が誇るべきプロフェッショナリズムから最も遠く、忌まわしい
背信行為。最高幹部による重大な逸脱が放置された組織的な背
景にも問題。

６ 諸事案の総合検討
不祥事の抑制のためには全組織をあげて目標と任務意識を鮮

明化しつつミスを極小化する継続的な取組みが不可避。
Ⅲ 改革提言⑴ ―隊員の意識と組織文化の改革
１ 改革の原則

不祥事案の検討・分析を踏まえ、①規則遵守の徹底、②プロ
フェッショナリズムの確立、③全体最適をめざした任務遂行優
先型の業務運営の確立、の改革の原則を提唱。

２ 規則遵守の徹底
自発的な規則遵守意識が組織風土として定着することが必

要。また、守るべき事項を明確にするための規則の整理が必
要。
⑴ 幹部職員自身が規則の必要性を理解し、率先垂範するこ
と。

⑵ 形式よりも必要性に着目した規則遵守についての職場教
育。

⑶ 機密保持に関する規則の徹底と違反行為の厳正な処分。
⑷ 防衛調達における透明性確保のための責任の所在の明確
化、会議録の作成・公開。

⑸ 抜き打ち監察など監査・監察の強化。
⑹ 規則の必要性の検討及び見直し。

３ プロフェッショナリズム（職業意識）の確立
プロ意識に徹した上官の統率によって組織全体に高い倫理

観、使命感を与えるべき。
⑴ 幅広い視野を持った幹部要員を養成するため、教育プログ
ラムや行政経験の在り方を見直し。

⑵ 自衛隊の各部署における業務量と人員配置のバランスを見
直し、現場の過度な負担を軽減しつつ、基礎的な職場教育の
充実を図る。

⑶ 現代の安全保障に決定的な意味を持つ情報伝達・保全にお
けるプロ意識の醸成。

４ 全体最適をめざした任務遂行優先型の業務運営の確立
個々の隊員、部隊等の意識改革に加え、任務遂行を中心に全
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体最適をめざす組織文化を創出することが必要。
⑴ 文官と自衛官の一体感と陸・海・空自衛隊の一体感醸成に
よる協働体制の確立。

⑵ 自律的なPDCA（Plan Do Check Act：計画・実施・評
価・改善）サイクルの確立。

⑶ 民間のベスト・プラクティスを参考にしつつ、自衛隊の基
本単位である部隊を統率する指揮官と部下との共通の改善努
力。

⑷ 組織横断的プロジェクトチーム（IPT（Integrated Project
Team））方式による政策立案を通じた政策課題への機動的
対応。

⑸ 防衛調達におけるIPT方式の本格的導入。
⑹ 統合幕僚監部を中心とする統合運用体制の更なる促進。
⑺ 国民が不信を抱かぬよう、各種会見や中央と部隊の間で整
合性の取れた広報の実施。

Ⅳ 改革の提言⑵ ―現代的文民統制のための組織改革
１ 組織改革の必要性

防衛省・自衛隊が、上記の改革の三原則をより確実・効果的
に実行するため、組織面での改革が必要。

２ 戦略レベル－官邸の司令塔機能の強化
防衛省のみならず官邸の司令塔機能強化が必要。

⑴ 防衛政策の前提となる国全体としての安全保障戦略を明
示。

⑵ 官房長官、外相、防衛相などの閣僚により、安全保障に関
わる重要課題を日常的・機動的に議論する会合の充実。

⑶ 防衛力整備に関する政府の方針等を議論するための関係閣
僚会合の設置。あわせてこれを補佐する常設の機関の設置。

⑷ 安全保障に関わる内閣総理大臣の補佐体制を充実強化する
ため、内閣官房のスタッフの強化。

３ 防衛省における司令塔機能強化のための組織改革
⑴ 防衛大臣を中心とする政策決定機構の充実
① 防衛参事官制度を廃止し、防衛大臣補佐官の設置。
② 防衛会議を法律で明確に位置づけ、副大臣、事務次官、
統幕長などの政治家、文官、自衛官の三者による審議を通
じ防衛大臣の政策決定・緊急事態対応を補佐。

③ 省としての情報集約や危機管理の対応を行うセンターの
設置。

⑵ 防衛政策局の機能強化
防衛政策の企画・立案・発信機能の向上を図る。また、自

衛官を登用して運用面での実情を踏まえた機能強化を図る。
とりわけ、国際平和活動等の企画立案や、情報分析能力の向
上に取り組む。

⑶ 統合幕僚監部の機能強化
運用企画局を廃止し、作戦運用の実行は、大臣の命を受け

て統合幕僚長の下で実施。また、部隊出動等や作戦計画等の
重要事項については、防衛政策局を通じ、防衛会議の議を経
て、防衛大臣の決裁を仰ぐ。なお、文官を登用して機能強化
を図る。

⑷ 防衛力整備部門の一元化
① 防衛力整備の全体最適化を図るため、内部部局、陸・
海・空三幕の防衛力整備部門を整理・再編して、整備事業
等を一元的に取扱う整備部門を創設することとし、その具
体的在り方を更に検討。IPT方式の調達を本格実施できる
体制とする。

② 地方調達については、できる限り中央調達に移行させる

見直しを実施。また、独立性の高い第三者チェック体制を
強化。

⑸ その他の重要分野における施策
① 管理部門については、部隊の実情に精通した自衛官を積
極的に登用すると共に極力統合化を図る。

② 自衛官の人事、教育・訓練は、陸・海・空三幕が責任を
負うが、内部部局も制度や政策面から防衛大臣を補佐。

Ⅴ 結びにかえて
本提言の改革の実施計画を早急にとりまとめ、実施に移すべ

き。また、組織改革に当たっては、事前に多面的なシミュレー
ションを行うべき。
防衛省・自衛隊と警察、海上保安庁との関係を更に緊密にする

とともに国全体としての機能をどう果たしていくか、というよう
な今後検討すべき課題を提起。
防衛省・自衛隊が誇りを持ったプロフェッショナル集団として

再生することを期待。

資料６５ 防衛省改革に関する大臣指示（「検討の柱」）
（平成２２年６月３日）

防衛省改革については、これまでの検討においても一部成果があ
り、今後も改革を不断に実施すべきであるが、政権交代を踏まえ、
国民から負託を受けた新政権としての視点で改めてこれまでの検討
を見直すこととしたところ。
新政権としては、不祥事再発防止の観点は当然のこととし、それ

にとどまらず、シビリアン・コントロールの実効性を確保しつつ、
防衛省を取り巻く環境に対応して防衛行政を効果的・効率的に推進
するとの観点から防衛省改革を進めていく方針であり、具体的な見
直しの方向は以下のとおり。
改革の推進にあたっては、全省的な推進体制を構築した上で、必

要な検討を行い、可能なものから速やかに実施すること。
１ 中央組織改革について
○ シビリアン・コントロールは防衛政策の根幹であり、これを
確保するためには、その主体であり政治家たる防衛大臣に対す
る、UC各々の専門性を十分に生かした補佐体制が必須。この
ため、内局が省としての意見集約を図る一方で、防衛大臣が
UC各々の専門性を生かした組織的意見を聴くことができる仕
組みは妥当なものと考える。
このような観点から、運用部門や防衛力整備部門における内

局及び幕僚監部への一元化やUC混合化について再検討するこ
と。

○ 他方、運用、防衛力整備の両部門において、二元的組織構造
に由来する不具合も指摘されているところ、その是正のための
検討を行うこと。
－ 運用部門においては、内局と統幕の業務の重複を避け、
UCの協働を確保しつつ意思決定の迅速化を図るため、事態
毎のシミュレーションを行いながら、業務の在り方について
検討すること。

－ 防衛力整備部門においては、予算配分の硬直化を避け防衛
力整備の効率化を図ることも視野に入れつつ、真に実効的な
防衛力を構築するための業務の在り方について検討するこ
と。

－ 両部門における意思決定を含め、防衛省における意思統一
については、防衛大臣の補佐機関として政務三役、文官、制
服等から構成される防衛会議が重要な役割を果たすこととな
るが、意思統一の迅速化・効率化等を図るための措置につい
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（注）１　医科・歯科・薬剤科幹部候補生は、医師・歯科医師・薬剤師国家試験
に合格し、所定の教育訓練を修了すれば、２尉に昇任

　　　２　平成19年度の採用までは、一般曹候補学生と曹候補士
　　　３　任期制自衛官の初期教育を充実させるため、平成22年７月から、入隊

当初の３か月間を非自衛官化して、定員外の防衛省職員とし、基礎的
教育訓練に専従させることとした。

　　　４　自衛隊生徒については、平成22年度の採用から、自衛官の身分ではな
く、定員外の新たな身分である「生徒」に変更。新たな生徒について
も、通信教育等により生徒課程修了時（３年間）には、高等学校卒業
資格を取得

　　　５　　　：採用試験、　　：試験または選考。

任
期
制
自
衛
官

防

衛

省

職

員

特
別
職

防 衛 大 臣

防衛副大臣

防衛大臣政務官（２人）

防衛大臣補佐官（３人以内）

定
員
内

防衛大臣秘書官

自
衛
隊
の
隊
員

事務次官

書記官等 ６１１人

事務官等 ２１，３４１人

自衛官 ２４７，７４６人

定
員
外

自衛官候補生

予備自衛官 ４７，９００人

即応予備自衛官 ８，４６７人

予備自衛官補 ４，６００人

防衛大学校学生

防衛医科大学校学生

陸上自衛隊高等工科学校生徒

非常勤職員

一
般
職

定員内 事務官等 ３１人

定員外 非常勤職員

資料６６ 防衛省職員の内訳 資料６８ 自衛官の任用制度の概要
（２０１２．３．３１現在の定員）

（注）定員数は法令上の定員

ても検討すること。
- UCの一体性を醸成するため、若い時期を中心としたUCの
人事交流や研修について検討すること。

２ 取得改革について
取得改革については、契約における公正性・透明性の確保に十

分留意するとともに、それにとどまらず装備品の維持・整備分野
における改革や防衛産業・技術基盤の確保等も含め、総合的に検
討すること。

３ 人材の確保・育成について
UCの人材確保・育成については、優秀な隊員を確保するとと

もに、倫理マインドと幅広い視野を持ちつつ高い規律を保持した
隊員を育成するための施策を検討すること。特に、看護師養成課
程の４年制化については、その実現に向けて全省的な取組を行う
こと。

４ これまで実施してきた不祥事再発防止策の取扱いについて
防衛省改革会議報告書に基づき実施してきた不祥事再発防止策

については、引き続き実施することとするが、最近の不祥事案
（陸自幹部自衛官不適切発言、空自補給処談合事案等）も踏まえ、
更なる対策が必要か否かについてしっかりと検討すること。
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区 分 陸上自衛隊 海上自衛隊 航空自衛隊 統合幕僚監部等 合 計

定 員 １５１，３３７ ４５，５１７ ４７，０９７ ３，４９５ ２４７，４４６

現 員 １３９，３２３ ４２，１１７ ４３，１９２ ３，２１６ ２２７，８４８

充 足 率（％） ９２．１ ９２．５ ９１．７ ９２．０ ９２．１

区 分
非 任 期 制 自 衛 官 任期制自衛官

幹 部 准 尉 曹 士 士

定 員 ４５，４１７ ４，９４５ １４１，２２０ ５５，８６４

現 員 ４３，０８１（１，８８９） ４，５０６（ ２３） １３８，９９５（６，４８３） ２３，１８４（１，４２５） １８，０８２（２，４２２）

充 足 率（％） ９４．９ ９１．１ ９８．４ ７３．９

区 分 応 募 者 数 採 用 者 数 倍 率

一般・技術幹部候補生

陸 ５，１３６（ ７００） １４６（ ８） ３５．２（ ８７．５）
海 １，５３９（ ２９８） ９９（ ８） １５．５（ ３７．３）
空 １，７９９（ ２４１） ５９（ ６） ３０．５（ ４０．２）
計 ８，４７４（１，２３９） ３０４（ ２２） ２７．９（ ５６．３）

曹
技 術 海 曹 海 ２１９（ ４６） ２７（ ７） ８．１（ ６．６）
技 術 空 曹 空 １５（ １） ２ ７．５
陸上自衛官（看護） 陸 ２３（ ２１） ４（ ４） ５．８（ ５．３）

航 空 学 生
海 １，０３３（ １１３） ７０（ ４） １４．８（ ２８．３）
空 ２，８２３（ １９７） ３９（ １） ７２．４（１９７．０）
計 ３，８５６（ ３１０） １０９（ ５） ３５．４（ ６２．０）

看 護 学 生 陸 ３，７７２（２，７１５） ６７（ ６２） ５６．３（ ４３．８）

一 般 曹 候 補 生

陸 ３４，７６８（４，６６６） ２，０９０（ ７９） １６．６（ ５９．１）
海 ７，１２９（１，７８８） ９７０（ ５９） ７．３（ ３０．３）
空 ９，２９５（１，２０９） ７７４（ ７７） １２．０（ １５．７）
計 ５１，１９２（７，６６３） ３，８３４（ ２１５） １３．４（ ３５．６）

自 衛 官 候 補 生

陸 １７，２５９（２，５６４） ２，９７０（ ５００） ５．８（ ５．１）
海 ３，３２１（ ７４２） ６３９（ ５９） ５．２（ １２．６）
空 ３，３８８（ ５０４） ７００（ ６７） ４．８（ ７．５）
計 ２３，９６８（３，８１０） ４，３０９（ ６２６） ５．６（ ６．１）

防 衛 大 学 校 学 生

推 薦
人社 １９５（ ５０） ３１（ ５） ６．３（ １０．０）
理工 ２９３（ ４５） １０１（ ６） ２．９（ ７．５）
計 ４８８（ ９５） １３２（ １１） ３．７（ ８．６）

一 般
人社 ５，９０２（２，２２８） ７８（ ５） ７５．７（４４５．６）
理工 ９，７２５（１，８５５） ２９２（ ２８） ３３．３（ ６６．３）
計 １５，６２７（４，０８３） ３７０（ ３３） ４２．２（１２３．７）

防 衛 医 科 大 学 校 学 生 ７，０３７（２，０３６） ８８（ ２５） ８０．０（ ８１．４）

高等工科学校 生 徒
推薦 １９１ ２９ ６．６
一般 ４，６９４ ２９８ １５．８

資料６７ 自衛官の定員及び現員 （２０１２．３．３１現在）

（注）１ 現員の（ ）は女子で内数
２ 定員は予算定員

資料６９ 自衛官などの応募及び採用状況（平成２３年度）

（注）１ （ ）は女子で内数
２ 数値は平成２３年度における自衛官などの募集に係るものである。
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階 級 略 称 定年年齢
陸将・海将・空将 将

６０歳
陸将補・海将補・空将補 将補

１等陸佐・１等海佐・１等空佐 １佐 ５６歳
２等陸佐・２等海佐・２等空佐 ２佐

５５歳
３等陸佐・３等海佐・３等空佐 ３佐
１等陸尉・１等海尉・１等空尉 １尉

５４歳

２等陸尉・２等海尉・２等空尉 ２尉
３等陸尉・３等海尉・３等空尉 ３尉

准陸尉・准海尉・准空尉 准尉
陸曹長・海曹長・空曹長 曹長

１等陸曹・１等海曹・１等空曹 １曹
２等陸曹・２等海曹・２等空曹 ２曹

５３歳
３等陸曹・３等海曹・３等空曹 ３曹
陸士長・海士長・空士長 士長

－１等陸士・１等海士・１等空士 １士
２等陸士・２等海士・２等空士 ２士

資料７０ 自衛官の階級と定年年齢

（注）１ 統合幕僚長、陸上幕僚長、海上幕僚長または航空幕僚長の職
にある陸将、海将または空将である自衛官の定年は、年齢６２
歳。

２ 医師、歯科医師および薬剤師である自衛官ならびに音楽、警
務、情報総合分析、画像地理・通信情報の職務にたずさわる
自衛官の定年は、年齢６０歳。

予備自衛官 即応予備自衛官 予備自衛官補

基本構想
○防衛招集命令などを受けて自衛官と
なって勤務

○防衛力の基本的な枠組みの一部として、防衛招
集命令などを受けて自衛官となって、あらかじ
め指定された陸上自衛隊の部隊において勤務

○教育訓練修了後、予備自衛官として
任用

採用対象
○元自衛官、元即応予備自衛官、元予
備自衛官

○元自衛官、元予備自衛官 （一般・技能共通）
○自衛官未経験者（自衛官勤務１年未
満の者を含む。）

採用年齢
○士：１８歳以上３７歳未満
○幹・准・曹：定年年齢に２年を加え
た年齢未満

○士：１８歳以上３２歳未満
○幹・准・曹：定年年齢に３年を減じた年齢未満

○一般は、１８歳以上３４歳未満、技能
は、１８歳以上で保有する技能に応じ
５３歳から５５歳未満

採用など
○志願に基づき選考により採用
○教育訓練を修了した予備自衛官補は
予備自衛官に任用

○志願に基づき選考により採用 ○一般：志願に基づき試験により採用
○技能：志願に基づき選考により採用

階級の指定

○元自衛官：退職時指定階級が原則
○即応予備自衛官：現に指定されてい
る階級

○元予備自衛官、元即応予備自衛官：
退職時指定階級が原則

○予備自衛官補
・一般：２士
・技能：技能に応じ指定

○元自衛官：退職時階級が原則
○元予備自衛官：退職時指定階級が原則

○階級は指定しない

任用期間 ○３年／１任期 ○３年／１任期 ○一般：３年以内
○技能：２年以内

（教育）
訓練

○法律では２０日／年以内。ただし、５
日／年（基準）で運用

○３０日／年 ○一般：５０日／３年以内（自衛官候補
生課程に相当）

○技能：１０日／２年以内（専門技能を
活用し、自衛官として勤務するため
の教育）

昇進
○勤務期間（出頭日数）を満足した者
の中から勤務成績などに基づき選考
により昇進

○勤務期間（出頭日数）を満足した者の中から勤
務成績などに基づき選考により昇進

○指定階級がないことから昇進はない

処遇など

○訓練招集手当： ８，１００円／日
○予備自衛官手当： ４，０００円／月

○訓練招集手当： １０，４００～１４，２００円／日
○即応予備自衛官手当： １６，０００円／月
○勤続報奨金： １２０，０００円／１任期
○雇用企業給付金： ４２，５００円／月

○教育訓練招集手当： ７，９００円／日
○防衛招集等応招義務は課さないこと
から、予備自衛官手当に相当する手
当は支給しない

応招義務等 ○防衛招集、国民保護等招集、災害招
集、訓練招集

○防衛招集、国民保護等招集、治安招集、災害等
招集、訓練招集

○教育訓練招集

資料７１ 予備自衛官などの制度の概要
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曹長 ３尉　　　　～　　　　１尉

２士　　　　　 　～　　　　　　士長 ３曹　　　　　　　　～　　　　　　　　曹長

３佐　　～　　２佐　 ・ 　１佐
上　　級　　幹　　部　　教　　育初 級 幹 部 ・ 中 級 幹 部 教 育幹部候補生教育

曹　　　　　　　教　　　　　　　育

自衛官候補生等教育

自衛官候補生・一般曹候補生・曹候補士教育

幹部学校

術科学校

（指揮幕僚課程)47週
（幹部特別課程)４週

７～12週

（上級の幹部術科課程）

幹部学校

術科学校など

（指揮幕僚課程)１年
（幹部特別課程)４週

（専攻の幹部特技課程)１年

幹部学校

職種学校

術科学校
中級の幹部
特技課程
20週～１年

術科学校など
初級の幹部特
技課程など
６～26週

海上実習

１～６月

幹部候補生学校
（幹部候補生課程）
1.5月～１年

幹部学校
幹部普通
課程

術科学校など
初級の幹部
術科課程
５～38週

部隊
（隊付教育）
８週

教育団など
(新隊員特技課程）
　８～13週
教育隊
(練習員課程）
　１月

（海)教育隊
 　（自衛官候補生課程）
 　　　３月　　
（空)航空教育隊
 　（自衛官候補生課程）
 　　　３月　　

（陸)教育団など
 　（自衛官候補生課程）
 　　　３月　　

(陸)教育団など（海)教育隊（空)航空教育隊 
（一般曹候補生（曹候補士）の課程）

13～24週

幹部候補生学校
（幹部候補生課程）

６～40週

職種学校
幹部上級
課程

10週

10～26週

職種学校
幹部初級
課程
８週～36週

部隊
（隊付教育）
15週

幹部候補生学校
（幹部候補生課程）

６～34週

２　曹士自衛官

１　幹部自衛官及び幹部候補生

防
衛
医
科
大
学
校

一
般
大
学
な
ど

中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校

高　
　
　
　

等　
　
　
　

学　
　
　
　

校

部　
　
　
　
　
　

内

防
衛
大
学
校

（
海
）

（
空
）

（
陸
）

（技術高級課程)45週
（指揮幕僚課程)90週

37～44週
（幹部特修課程)

幹部学校
（幹部高級課程）

６月

幹部学校
（幹部高級課程）

25週

統合幕僚学校
（統合短期課程）４週

幹部学校

25週
（幹部高級課程）

統合幕僚学校
（統合高級課程）

５月

防衛研究所
（一般課程）
10月

（
陸
）

（
海
）

（
空
）

術科学校など
（初級特技員の課程）

３～46週

航空教育隊
（空曹予定者課程）

９週

航空教育隊
（上級空曹課程）

３週

術科学校など
（術科特修課程）
２～５週

術科学校
（上級特技員の課程）

５～22週

術科学校など
（海士特技課程）
10週～１年

教 育 隊
（初任海曹課程）

３月

術　科　学　校
（上級の海曹特技課程）

４週

術科学校など
（中級の海曹特技課程）
９週～１年

部 隊 な ど
（陸士特技課程）
６～13週

教育団など
（陸曹候補生課程）

10週

陸曹教育隊
（陸曹上級課程）

８週

職種学校など
(陸曹特技課程（初・上)）
４週～３年

生徒陸曹候補生教育生徒教育

高等工科学校
（生徒課程）
約３年

職種学校など
（生徒陸曹候補生課程（仮称)）

約１年

一般曹候補生教育（曹候補士教育)

平成22年度以降の入校者（陸のみ）

資料７２ 自衛官の教育体系の概要
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訓練名 期間 場所
参加部隊

備考
防衛省・自衛隊 部外関係機関等

自衛隊統合演習
（実動演習）

２３．１１．１４
～１１．１８

我が国周辺海
域・空域及び基
地等
（主として九州
南 西・沖 縄 方
面）

各幕僚監部、情報本部、西
部方面隊、東部方面隊、中
央即応集団、自衛艦隊、佐
世保地方隊、航空総隊、航
空支援集団等
人員 約３５，０００名
車両 約１，３００両
艦艇 約６隻
航空機 約１８０機

武力攻撃事態に際して
の自衛隊の運用につい
て演練し、統合運用能
力の維持・向上を図
る。

訓練名 期間 場所
参加部隊

備考
防衛省・自衛隊 部外関係機関等

方面隊実動演習 ２３．１１．１０
～１１．１８ 西部方面区

西部方面総監部、第４師
団、第８師団、第１５旅団、
中央即応集団等
人員 約５，４００名
車両 約１，５００両

方面隊の武力攻撃対処
能力の維持・向上を図
る。

協同転地演習
（師団等転地）

２３．６．２７
～７．１５

中部方面区～東
部方面区（東富
士演習場等）

第３師団
第３６普通科連隊基幹
人員 約１，５００名
車両 約５００両

長距離機動に必要な統
制・調整能力の向上を
図る。

協同転地演習
（師団等転地）

２３．８．２９
～９．９

北部方面区（矢
臼別演習場等）

第７師団基幹
人員 約３，０００名
車両 約１，０００両

機甲部隊の展開に必要
な統制・調整能力の向
上を図る。

協同転地演習
（連隊等転地）

２３．１０．３
～１０．１６

東部方面区～東
北方面区（王城
寺原演習場等）

第１２旅団
第３０普通科連隊基幹
人員 約１，５００名
車両 約３００両

空中機動力を活用した
長距離機動能力の向上
を図る。

協同転地演習
（連隊等転地）

２３．１０．２９
～１２．２

北部方面区～西
部方面区（日出
生台演習場等）

第７師団
第１１普通科連隊基幹
人員 約４１０名
車両 約１１０両

長距離機動に必要な統
制・調整能力の向上を
図る。

訓練名 期間 場所
参加部隊

備考
防衛省・自衛隊 部外関係機関等

海上自衛隊演習
（図上演習）

２３．９．２
～９．１７

海上自衛隊幹部
学校及びその他
参加部隊所在地

自衛艦隊の各司令部、各地
方総監部等
約２，７００名

各指揮官の情勢判断及
び部隊運用等

海上自衛隊演習
（実動演習（共同演習））

２３．１０．２７
～１１．４

九州、沖縄周辺
海・空域

自衛艦隊、各地方隊等
艦艇 約３０隻
航空機 約６０機

各指揮官の情勢判断及
び部隊運用等

訓練名 時期 場所 派遣部隊

陸
上
自
衛
隊

地対艦ミサイル部隊
実射訓練

２３．１０．１
～１１．１３

米国カリフォルニア州
ポイントマグー射場

各地対艦ミサイル連隊
約２５０名

ホーク・中SAM部隊
実射訓練

２３．１０．４
～１２．２０

米国ニューメキシコ州
マクレガー射場

１６個高射中隊
約６００名

海
上
自
衛
隊

護衛艦等の米国派遣訓練 ２３．７．４
～９．２９

ハワイ、グアム及び米国西海岸周辺海空域
並びにカナダ西海岸周辺海空域

護衛艦１隻
航空機３機

敷設艦のグアム島
方面派遣訓練

２３．９．１０
～２３．１１．４ グアム周辺海域 敷設艦１隻

資料７３ 主要演習実績（平成２３年度）

○統合訓練

○陸上自衛隊

○海上自衛隊

資料７４ 各自衛隊の米国派遣による射撃訓練などの実績（平成２３年度）
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訓練名 時期 場所 派遣部隊

海
上
自
衛
隊

潜水艦の
米国派遣訓練

２３．１０．１２
～２４．１．２１ 米国ハワイ及びグアムの周辺海域 潜水艦１隻

護衛艦の米国派遣訓練
（KOA KAI）

２３．１０．１９
～２３．１２．５ 米国ハワイ及びハワイ周辺海域 護衛艦１隻

航空機の米国派遣訓練 ２４．１．１６
～２．２５ 米国グアム周辺空域 航空機２機

航
空
自
衛
隊

高射部隊年次射撃訓練 ２３．９．５
～１２．２ 米国ニューメキシコ州マクレガー射場 １２個高射隊（６個高射群）、高射教導隊

約３８０名

項 目 活動の細部と実績

不発弾などの処理
（注１）

○陸自が地方公共団体などの要請を受けて実施
○昨年度の処理実績：件数１，５７８件（平均すれば週約３０件）、量にして約３８トン。特に、沖縄県での処理量は、約２３トン（全国の
処理量の約６０％）（なお、発見された不発弾等が化学弾である場合には、自衛隊には基本的には処理する能力はない。化学弾
の識別、信管の有無の確認など可能な範囲で協力）

機雷等の除去
（注２）

○海自が、第二次世界大戦中に敷設された機雷のため設定された危険海域の掃海を実施
○危険海域にあった機雷の掃海はおおむね終了。現在、地方公共団体などの通報を受けて爆発性の危険物の除去や処理を実施
○昨年度の処分実績：約５１０個、約４．４トン（なお、発見された不発弾等が化学弾である場合には、自衛隊には基本的には処理す
る能力はない。化学弾の識別、信管の有無の確認など可能な範囲で協力）

医療面での活動
（注３）

○防衛医科大学校（埼玉県所沢市）および一部の自衛隊病院（全国１６か所のうち、自衛隊中央病院（東京都世田谷区）など６か
所）では一般市民の診療を実施

○防衛医科大学校では、第３次救急医療施設である救命救急センター（重傷や重体、危篤疾病者の医療を行う施設）を運営
○自衛隊の主要部隊が保有する衛生部隊は、地方公共団体などからの要請があれば、災害発生時の救急医療、防疫などに努め
る。

○陸自開発実験団部隊医学実験隊（東京都世田谷区）、海自潜水医学実験隊（神奈川県横須賀市）、空自航空医学実験隊（東京都
立川市および埼玉県狭山市）が、それぞれ野外衛生、潜水医学、航空医学などの研究を実施

○防衛医科大学校防衛医学研究センター（埼玉県所沢市）では、救命・救急医学に関する研究などを実施

運動競技会に対す
る協力（注４）

○関係機関から依頼を受け、国内でのオリンピック競技大会、アジア競技大会、および国民体育大会の運営について、式典、通
信、輸送、音楽演奏、医療・救急などの面で協力

○マラソン大会、駅伝大会などに際し、輸送・通信支援などを実施

地元との交流
○全国の駐屯地や基地の多くは、地元からの要請により、グラウンド、体育館、プールなどの施設を開放
○多くの隊員が、市民や地方公共団体などが主催するさまざまな行事に参加したり、個人的にスポーツ競技の審判や指導員を引
き受けるなど、地元の人々と交流

区分

年度

国内調達額
（A）

輸 入
合 計

（E＝A＋D）

国内調達額
の比率（％）
（A／E）

一般輸入額
（B）

有償援助額
（C）

小 計
（D＝B＋C）

平１８（０６） １８，８１８ １，１５８ １，０４７ ２，２０５ ２１，０２２ ８９．１

１９（０７） １８，６４９ １，３２７ ８５６ ２，１８３ ２０，８３１ ８９．５

２０（０８） １９，３８２ １，１５３ ６４２ １，７９５ ２１，１７７ ９１．５

２１（０９） １８，２１９ １，２９０ ６２０ １，９１１ ２０，１３０ ９０．５

２２（１０） １７，６１１ １，０２３ ５５１ １，５７４ １９，１８５ ９１．８

資料７５ 調達方式別の装備品などの調達額の推移 （単位：億円）

（注）１ 「国内調達額」、「一般輸入額」及び「有償援助額」は、それぞれ「装備品など調達契約額調査」の当該年度結果による。
２ 有償援助額とは、日米相互防衛援助協定に基づき、米国政府から調達した装備品などの金額である。
３ 数値は、四捨五入によっているので、計と符合しないことがある。

資料７６ 市民生活の中での活動

（注）１ 自衛隊法附則
２ 自衛隊法８４条の２
３ 自衛隊法２７条、防衛省設置法４条１０号など
４ 自衛隊法１００条の３など
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（障害などの原因）

生活環境又は開
発に及ぼす影響

特定防衛施設
関連市町村

生活又は事業　　　
活動の阻害

自衛隊などの行為

防　衛　施　設　の

設　置　・　運　用

騒音

損失の補償(注２)農林漁業などの事業経営上の損失（自衛隊の行為によるものに限る｡）

演習場の荒廃など

(騒音防止工事)学校、病院などの防音工事の助成(騒音防止工事)学校、病院などの防音工事の助成

緑地帯の整備など第３種区域

住宅の防音工事の助成(注１)

民生安定施設の整備の助成

特定防衛施設周辺整備調整交付金の交付

第２種区域

第１種区域

買い入れた土地の無償使用土地の買入れ

移転先地の公共施設の整備の助成移転などの補償

障害防止工事の助成

（障害などの態様） （施策の内容）

（注１）１　第１種区域、第２種区域、第３種区域
　　　　　　　　飛行場などの周辺で航空機の騒音に起因する障害の度合に応じて次のように定める。
　　　　　　　　　第１種区域：75WECPNL以上の区域
　　　　　　　　　第２種区域：第１種区域内で、90WECPNL以上の区域
　　　　　　　　　第３種区域：第２種区域内で、95WECPNL以上の区域
　　　　２　WECPNL（Weighted Equivalent Continuous Perceived Noise Level、加重等価継続感覚騒音レベル）
　　　　　　　　特に夜間の騒音を重視して、音響の強度のほかにその頻度、継続時間などの諸要素を加味して、人の生活に与える影響を評価する航空

機騒音の単位である。
（注２）　在日米軍などの行為によるものについては､「日本国に駐留するアメリカ合衆国軍隊等の行為による特別損失の補償に関する法律｣（1953年

制定）により損失の補償を行っている。

項 目 活動の細部と実績

教育訓練の受託
（注１）

○部外からの依頼に基づき、自衛隊員以外の者に対する教育訓練を実施
○警察、海上保安庁や消防職員に対するレンジャーの基礎的な訓練、水中における捜索や救助法、化学災害などへの対処要領の
教育、警察や海上保安庁の職員に対する航空機の操縦訓練、また、防衛研究所や防衛大学校研究科における民間企業や他省庁
などの職員の教育を受託

輸送業務
（注２）

こくひん

○関係省庁などからの依頼に基づき、陸・海・空自衛隊のヘリコプターや政府専用機などにより、国賓や内閣総理大臣などを輸
送

○天皇・皇族の外国ご訪問の際に使用されるほか、内閣総理大臣が国際会議に出席する際などにも使われる政府専用機の運行
（なお、０５（平成１７）年７月に自衛隊法施行令が一部改正され、重要な用務の遂行のために特に必要があると認められる場合
には、自衛隊機により国務大臣を輸送）

国家的行事での礼
式など（注３）

ぎ れつ

○国家的行事などにおける天皇・皇族、国賓などに対する儀じょう（注４）、と列（注５）、礼砲（注６）などの礼式
○諸外国からの国賓に対する歓迎式典などにおける儀じょうや礼砲

南極地域観測への
協力（注７）

○６５（昭和４０）年の第７次観測から、砕氷艦の運用などの協力を行い、０９（平成１９）年度に５０周年を迎えたわが国の南極地域観
測事業に大きく貢献するとともに、１１（平成２１）年就航した新しい「しらせ」により、今後も南極観測事業の支援を実施

○１１（平成２３）年１１月からの第５３次南極地域観測支援では、観測隊員および物資約８２０トンを昭和基地などへ輸送するとともに、
観測隊が計画する海洋観測などの支援を実施

その他の協力

○気象庁の要請による航空機での火山観測や北海道沿岸地域の海氷観測など各種の観測支援
ふ ゆうじん

○放射能対策連絡会議の要請による高空の浮遊塵の収集や放射能分析、国土地理院の要請による地図作製のための航空測量など
の支援

○国や地方公共団体などの委託を受けた土木工事など（訓練の目的に適合する場合のみ）（注８）
○その他、海氷観測、硫黄島への民航チャーター機運航に対する支援や音楽隊派遣などを実施

資料７７ 社会に貢献する活動

（注）１ 自衛隊法１００条の２
２ 自衛隊法１００条の５など
３ 自衛隊法６条、自衛隊施行規則１３条など
４ 儀じょう：国としての敬意を表するため、儀じょう隊が銃を持って敬礼などをすること
５ と列：路上に整列し、敬礼をすること
６ 礼砲：敬意を表するために大砲などで空包を撃つこと
７ 自衛隊法１００条の４
８ 自衛隊法１００条

資料７８ 防衛施設周辺地域の生活環境の整備などの施策の概要
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詳細については、〈http://www8.cao.go.jp/survey/h23/h23-bouei/index.html〉参照

良い印象を持っている（注1）

悪い印象を持っている（注2）

調査の概要　調査時期：平成24年１月５日～１月22日
　　　　　　調査対象：全国20歳以上の者3,000人
　　　　　　有効回収数（率)：1,893人（63.1％）
　　　　　　調査方法：調査員による個別面接聴取法

１　自衛隊・防衛問題に対する関心 ２　自衛隊に対する印象

３　東日本大震災に係わる自衛隊の災害派遣活動に対する評価 ４　米軍の支援活動「トモダチ作戦」に対する印象

0

10

20

30

40

50

60

70

80
関心がある（注）

関心がない

47.7

49.6 50.3 54.9

67.3

56.8 57.0 57.8 59.4

67.4

64.7

69.8

50.4

48.1 47.8
43.4

30.2

40.8 41.6 41.2 38.9

31.9
34.4

29.2

68.868.8

58.958.9

69.269.2
75.475.4 71.371.3 74.374.3 76.776.7

67.567.5

76.876.8
80.580.5 82.282.2 80.380.3

84.984.9

80.980.9

91.791.7

14.114.1

24.324.3
17.617.6

13.413.4

17.517.5 16.716.7 15.615.6
19.419.4

13.413.4
11.711.7 10.510.5 12.912.910.010.0

14.114.1

5.35.3

（注）昭和59年11月調査までは、「非常に関心がある」と「少し関心があ
る」の合計となっている。

（注）１　平成18年２月調査までは、「良い印象を持っている」と「悪い
印象は持っていない」の合計となっている。

　　　２　平成18年２月調査までは、「良い印象は持っていない」と「悪
い印象を持っている」の合計となっている。

（該当者数）

評価する（小計）97.7 評価しない（小計）1.3

大いに
評価する

ある程度
評価する

あまり
評価しない

全く
評価しない

わからない

総　数（1,893人） 79.8 17.9

1.1 1.3

-
（該当者数）

成果をあげたという
印象を持っている
（小計）79.2

成果をあげなかったという
印象を持っている
（小計）15.5

大きな成果を
あげたという
印象を持っている

ある程度成果を
あげたという
印象を持っている

あまり成果を
あげなかった
という印象を
持っている

全く成果を
あげなかった
という印象を
持っている

わからない

総　数（1,893人） 53.425.8

5.2

14.7

0.8

５　自衛隊の海外での活動に対する評価 ６　国際平和協力活動への取組

（該当者数）

評価する（小計）87.4 評価しない（小計）7.7

大いに
評価する

ある程度
評価する

あまり
評価しない

全く
評価しない

わからない

総　数（1,893人） 55.432.0 6.9

4.9 0.8

（該当者数）

これまで以上に
積極的に
取り組む
べきである

現状の取り
組みを

維持すべき
である

これまでの
取り組み

から縮小すべき
である

取り組む
べき
ではない

わからない

総　数（1,893人） 61.328.1

4.8

5.0

0.9

資料７９ 「自衛隊・防衛問題に関する世論調査」抜粋（内閣府大臣官房政府広報室：平成２４年１月調査）
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７　日米安全保障条約についての考え方
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教育の場で取り上げる
必要がある

９　自衛隊の防衛力 10　国を守るという気持ちの教育の必要性
今の程度でよい

増強した方がよい

教育の場で取り上げる
必要はない

（注）平成３年２月調査では､「それでは、全般的に見て日本の自衛隊は
もっと増強した方がよいと思いますか、今の程度でよいと思います
か、それとも今より少なくてよいと思いますか｡」と聞いている。
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８　米国以外と防衛上の交流を行うことについての意識

（該当者数）
総　数（1,893人） 40.939.6 10.0 7.9

1.5

65.665.6 65.865.8

71.471.4 68.868.8

63.563.5

68.368.3 69.469.4 71.671.6 73.473.4 75.175.1 76.476.4
81.281.2

11.811.8 12.712.7

10.410.4

12.512.5
18.218.2 14.614.6

15.415.4
14.814.8

13.213.2

17.017.0 16.216.2
10.810.8

62.162.1
66.266.2 64.364.3 66.166.1

61.861.8
65.765.7 65.165.1

60.060.0

20.020.0
15.315.3 15.515.5

8.78.7 8.48.4 9.49.4 10.710.7
6.26.27.77.7 6.36.3 7.57.5

13.513.5
15.815.8 16.516.5 14.114.1

24.824.8

47.947.9 47.047.0 49.249.2 45.245.2 44.944.9 44.544.5
49.649.6 49.949.9

55.655.6

65.765.7 67.067.0
70.070.0

29.229.2 31.531.5 29.329.3
34.934.9 34.734.7 33.433.4 32.832.8 31.231.2

29.129.1
22.122.1 22.522.5

19.319.3

縮小した方がよい

防衛省本省 地方防衛（支）局 計

１ 開示請求受付件数 １，４３１ ３，２７９ ４，７１０

２ 開示決定等件数 １，７９２ ３，０３０ ４，８２２

開 示 決 定 件 数 １，２６６ ２，６２１ ３，８８７

部分開示決定件数 ４０４ ４００ ８０４

不開示決定件数 １２２ ９ １３１

３ 不服申立て件数 ４７４ ２ ４７６

４ 訴訟件数 １ ０ １
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